
進展型小細胞肺癌に対する化学免疫複合療法後のアムルビシン単剤療法についての後方視的研究 

 

 

研究課題名 

進展型小細胞肺癌で抗がん剤と免疫療法後に再発し、カルセドでの治療を実施した 

患者さんに関する研究 

 

 

１．研究の対象 

本研究の対象は、プラチナ＋エトポシド＋免疫チェックポイント阻害剤併用療法後に、2019年8月22日から

2021 年 2 月 28 日の間に 2 次化学療法としてアムルビシン単剤療法を施行された患者さんが対象です。 

 

２．研究目的・方法 

化学免疫複合療法後の再発小細胞肺癌に対するアムルビシン 2 次療法の治療効果を後方視的に検証す

ることを目的とし、本研究は多施設共同後ろ向き観察研究として行います。 

 

研究期間：倫理審査委員会承認日 ～ 2023 年 4 月 30 日まで 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

年齢、性別、身長、体重、喫煙歴、診断時病期、パフォーマンスステータス、合併症、既往歴、ステロイド/免

疫抑制剤使用、治療歴、1 次治療情報、抗腫瘍効果、再発までの期間、免疫学的有害事象の有無（有の

場合、内容、発症時期、grade、検査データ、治療、転帰）、後治療情報など 

 

４．外部への試料・情報の提供 

データセンターへのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。対応

表は、当センターの研究責任者が保管・管理します。 

 

５．研究組織 

新潟肺癌治療研究会 参加施設 新潟大学医歯学総合病院、新発田病院、がんセンター新潟病院、 

県立中央病院、長岡中央綜合病院、上越総合病院、長岡赤十字病院、立川綜合病院、新潟市民病院、 

西新潟中央病院、済生会新潟病院、燕労災病院、魚沼基幹病院 

 



 
 

書式 22 情報公開文書（多施設共同研究） 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及

び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご

了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも

患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  新潟県立がんセンター新潟病院内科 

当院研究責任者：田中 洋史 

連絡先：新潟市中央区川岸町 2 丁目 15 番地 3   

TEL：025-266-5111 

 

研究代表者： 

所属 新潟大学医歯学総合病院 呼吸器・感染症内科 職名 医学部准教授 氏名 渡部聡  

住所 〒951-8510 新潟県新潟市中央区旭町通 1-754 電話番号  025-368-9325   

 


